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擬音語・擬態語から見た日本語非外来語片仮名表記の考察 
 




















































































表 2 本調査でコーパスとして使用した作家のデータ 
作家名 性別 生年 出身地 
中村航 男 1969 年 岐阜県 
本多孝好 男 1971 年 東京都 
乙一 男 1978 年 福岡県 
あさのあつこ 女 1954 年 岡山県 
宮部みゆき 女 1960 年 東京都 
島本理生 女 1983 年 東京都 
 
基本的に調査対象とした作品の全文を調査したが、宮部みゆきのみコーパスとした 2 つ
の作品がそれぞれ 578 ページ、452 ページと長大であったため、はじめから 200 ページ程
度までを調査した。なお、あとがきや解説、特別対談は調査対象から除外した。 
今回の調査では短編・長編を問わずにコーパスを選んだこと、ページ数ではなく書籍の
冊数でコーパスの規模を決めてしまったため（中村・本多を除く 4 名は 2 冊）、作家ごとで


































表 3 作家別および全体での片仮名表記・平仮名表記の用例数（擬音語・擬態語別） 
擬音語 擬態語 
 片仮名（％） 平仮名（％） 片仮名（％） 平仮名（％） 
中村 31(27.7) 81(72.3) 21(9.3) 204(90.7) 
本多 21(41.2) 30(58.8) 31(13.8) 193(86.2) 
乙一 6(33.3) 12(66.7) 5(4.9) 97(95.1) 
あさの 21(52.5) 19(47.5) 11(5.9) 176(94.1) 
宮部 16(38.1) 26(61.9) 104(29.9) 244(70.1) 
島本 2(28.6) 5(71.4) 6(5.6) 101(94.4) 






























































「ショウメンノ カガミヲミテ メノイチヲ テンセンニ アワセテクダサイ」 
あらぬ方向から突然響き渡ったのは、メカと人間のハーフみたいな女性の声だった。 



















































































で収集した 187 例2の片仮名表記の擬態語のうち、31.1%の 60 例が会話文や手紙、インター





















                                                        
2 同一作家内および 6 作家全体での異なり語数に直す前の値。3.1. の全体の数値と差が見られるのはこの
ためである。 
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